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［主題・目標・授業案内］  
 企業の問題を考える上で、経済学は、複数の主体（企業、消費者等）が相互

に関連しあう状況下での意思決定とそれに基づく結果を分析するための科学的方

法論として重要な役割を果たします。この講義では、ミクロ経済学の基本的な事

項について、経営上の意思決定への応用という観点を意識して解説していきます。

多くのトピックを扱いつつも、それらの根底に共通する考え方を体得して頂くこ

とを目標とします。  

 

［講義内容・スケジュール］  
4/14 経営のための経済学とは？  
4/21 数学的準備  
4/28 消費者の合理的行動の定式化と需要関数（１）  
5/12 消費者の合理的行動の定式化と需要関数（２）  
5/19 企業の合理的行動の定式化と供給関数  
5/26 完全競争と市場均衡  
6/2  パレート最適性  
6/9  不完全競争（独占、寡占）の理論（１）  
6/16 不完全競争（独占、寡占）の理論（２）  
6/23 価格差別の理論  
6/30 製品差別化の理論  
7/7  マーケティングの問題（流通、広告など）への応用（１）  
7/14 マーケティングの問題（流通、広告など）への応用（２）  
7/21 合併、提携の問題への応用  

 

［教科書］  
毎時間講義資料を配布します。初回の授業で参考文献（以下参照）を紹介しま

す。  

 

［成績評価の方法］  
期末試験 (70%)とレポート (30%)による総合評価。レポートは 6 月中旬に課題を

発表し、7 月初旬に提出締切とする予定。  



 

［前提知識］  
講義は数学を用いて展開されます。2 回目の授業で理解に必要最低限な数学的

準備を行いますが、できるだけ事前に大学教養 (学部 )レベルの経済数学を習得

しておいて下さい。  
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［連絡先］  
慶應義塾大学理工学部・管理工学科  

E-Mail: nobuo_m@ae.keio.ac.jp 
＊講義ノートは講義終了後に http://www.ae.keio.ac.jp/lab/soc/matsubayashi/に
アップする予定。  

 


